


 

記載要領 

 

① 警察署の窓口に申請をする日を記載します。 

 

② 申請する警察署名を記載します。申請は、水路使用の許可が必要となる行為に係る水

路を管轄する警察署長にすることになっています。当該水路が２以上の警察署長の管轄

にわたるときは、そのいずれかの警察署長に申請することができます。 

 

③ 申請者は、行為の主体となる者です。法人等の場合は、代表者の氏名も記載します。 

 

④ 「○○川の護岸工事」、「橋梁の点検作業」、「水防訓練」など具体的に記載します。 

 

⑤ 実際に使用する場所がわかるように記載します。 

河川名を記載し、最寄の住所、橋りょう名等を記載します。 

例～「○○川 ○○区△△ ×－×先 約○ｍ」、「○○川 ○○橋から○○橋まで 約○ｍ」 

 

⑥ 行為のために必要とする最小限の期間を記載します。 

 

⑦ 工事又は作業の方法、行事等の参加人員など、水路の使用方法について記載します。

「別紙のとおり」として実施計画書等を添付することもできます。 

 

⑧ 添付する書類の内容を記載します。多数の書類を添付する場合は、一覧等を作成し、

添付する書類の内容がわかるようにします。 

 

⑨ 使用の現場における責任者を記載します。この場合において、実際の行為に従事する

者が責任者になることがないようにします。現場事務所等を設ける場合は、その住所及

び連絡先の電話番号を記載します。 

  


